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This study examines measures to pass on the memory of historical earthquakes, focusing on efforts by communities 
of practice, which suffered by the 1945 Mikawa earthquake as a case study. First, we will describe what a community 
of practice is as a subject of memory transference, then how community organized the community of practice regarding 
the Mikawa earthquake. As an initiative of the community of practice, we will specifically examine the conservation 
of the Fukozu Fault, the epicenter of the earthquake left in the region. As a result, the study revealed following  factors 
that produced the favorable effects of the community of practice in the case of Kota-cho . The first is the activities of 
the commissioned researchers. The second is the existence of the Fukouzu Fault, a prefectural natural monument in the 
Fukouzu area.  
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１．はじめに 
 
 歴史地震研究(1)については，近年研究が進み様々な過

去地震におけるデータやアーカイブが作成されている．

一方で，研究で再現された震度分布図やアーカイブなど

を地域でどう活用していくのかについては，まだ課題が

多い．筆者が2019年に実施した愛知県教員研修（350人）

と高校生防災セミナー（59人）で参加者に対して実施し

たアンケート調査では，教員自身が学んだことがある災

害としては，関東大震災，阪神・淡路大震災，東日本大

震災というように「大震災」とつく災害が挙げられた．

それにもかかわらず，地元である三河地方に被害をもた

らした，歴史地震である東南海地震（1944年），三河地

震（1945年）については学んでいないことが示された1)．  
 これに対し，三河地震の震源である愛知県額田郡幸田

町では，災害から約80年が経過しているにかかわらず，

三河地震の周年記念事業が行われ，ハザードマップにお

いても三河地震が取り上げられるというように，三河地

震に着目した活発な活動が見られる．そこで，歴史地震

の記憶を継承していくには，どのような方法が求められ

るのかについて，幸田町での取り組みを事例に着目して

検討することを目的とする． 

分析においては，Lave2)らによる実践共同体に着目す

る．本稿で着目する実践共同体とは，「あるテーマに関

する関心や問題，熱意などを共有し，その分野の知識や

技能を持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団」

のことである．Lave2)らは，教師と生徒という関係にと

らわれるのではなく，先輩から後輩へというように重層

的に積み重なりながら再編される過程から得られる学び

に着目している． 
また，矢守4)は，災害の記憶継承のための実践共同体

に着目し，被災地での経験を個人の内化でとどまるので

はなく，関係する人々のアイデンティティを変容させつ

つ，何度も内化が繰り返されるような実践共同体の形成

と維持に重点を置くことの重要性を指摘している． 
そこで本稿では，歴史地震の記憶継承において実践共

同体がどのような役割を果たしているのか役割を幸田町

の事例分析から検討する．  
本稿の構成であるが，第2章では，過去に発生した地震

の記憶の継承に着目した既往研究の概要を整理する． 
第3章では，記憶継承の主体としての実践共同体とはど

のようなものか述べる．第4章では，三河地震をめぐる実

践共同体を整理する．実践共同体による取り組みについ

て，具体的には，地域に残された断層などの史跡（ラン

ドマーク）の活用を検討する．以上の三河地震の分析に

基づき，最後に歴史地震の記憶を，世代を超えて継承し

ていくためには，どのような方法が求められるのかにつ

いて考察する． 
 

 

２．歴史地震の記憶の活用について 
 
(1) 記憶の想起  
 過去に発生した地震の被災の記憶や教訓を忘れずに次
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へ生かすために，多様な媒体を用いた取り組みが行われ

ている．地震の記憶と語り継ぎについて，阪本 5）らは，

トルコ，台湾，日本の国際比較分析を行なっており，同

じ災害の記憶であっても，記憶が多様であることや，語

り，ミュージアム，活断層等の様々な媒体（記憶の

「場」）があることを示している 5)． 
 また，災害ミュージアムに注目した研究 6)では，記憶

の想起という概念に着目しており，災害という出来事の

多様な記憶を再現するだけでなく，記憶の想起の場とし

て機能させる必要があることを指摘している．記憶の想

起の場とするには，記憶を伝える痕跡を用いて出来事が

起こった時代背景とともに再現することにより，災害が

起きた瞬間を再現し，そこから未来を見ることができ，

未来に向けての「プロスペクティブ」な記憶が継承に結

びつくとしている．以上の研究は，記憶の場が多様であ

ることや，記憶を表象するのみでなく，記憶を想起に結

びつけるための「プロスペクティブ」な取り組みが求め

られる． 
 

(2) 歴史地震の記憶継承における課題 

歴史地震の記憶継承をめぐっては以下のような課題が

ある． 

第一に，過去の地震の記録が整備されていないものが

ある点である．  

地震の発生年代が古いものや，教科書などで掲載されな

い地域の歴史地震のなかには，その存在が知られていな

いものや，忘れられているものもある． 

第二に，地震の被害や当時の様子を伝える石碑や慰霊碑

についても，その存在が地域住民に認知されているか，

認知されていないかは違いとなる．認知されている場合

も，活用されている場合，されていない場合がある． 

そのため，どういった条件の場合に住民に認知されるの

かについても重要な視点である． 

この点について矢守 7）は，「次の次」へ伝えるために

は，個々のアイデンティティを変容させながら，何度も

反復されるような「実践共同体」の形成と維持を重点目

標として設定すべき，としている． 

そこで，本稿では，歴史地震の記憶を継承する際の有

効な方法の一つとして，様々な関係者が同じテーマに対

して自主的に活動をしていく実践共同体の取り組みに着

目し，その特性を明らかにする．  
 

３．記憶継承の主体としての実践共同体 

 
 実践共同体論とは，Lave ら 2)が提起した実践共同体を

中核とする教育・学習理論である．公の組織図とは異な

り，各テーマや目的のためにメンバー自らが主体的に集

まった「学びのコミュニティ」のことを指す．Wenger8)

は，そこにおける意味生成，共同体，学習，境界にどの

ような影響を与えるかに着目し，学習とはすべての種類

の活動を追求するのに継続的に加わることで，常に関心

を持ち，お互いに関係を調整していくこととしている．

そして集合的学習はさらに活動を追求し，社会的な関係

に参加する実践の結果であり，このような実践が共同体

の産物であるとしている． 

 ここでいう｢意味生成｣とは，「意味の交渉」と呼ぶプ

ロセスの中にあり，｢参加｣と｢具象化｣の相互作用を含み，

人間にとっての意味の経験の基盤のことである．意味の

交渉とは，生きることの意味をダイナミックかつ歴史的

に生成するアクティブなプロセスであり，そこには影響

し影響される能力等がある．また，個人にフォーカスす

るのではなく，社会的かつ多角的なアプローチにより，

実践共同体を超え，より広いアイデンティティを形成す

るプロセスと社会構造に注目している． 

以上の議論からは，歴史地震の記憶を継承するには，

実践共同体でどのような意味生成が行われているのか，

それはどのような参加・交渉プロセスにより生み出され

ているのか，さらにそこで生成される記憶がプロスペク

ティブなものとなっているのかを明らかにする必要があ

る．そこで，三河地震の事例から検討する．なお，歴史

地震の実践共同体に着目した既往研究はほとんどみられ

ないことから，本研究は今後他の歴史地震研究に適応す

るうえでも意義がある．  

 

(1) 実践共同体をめぐる「領域」「コミュニティ」「実

践」 

中原らは 10)実践共同体について①領域（domain），②

コミュニティ（community），③実践（practice）の 3 つ

の要素に着目して区分している． 以下にその概要を示す． 
 
Ⅰ．領域（domain）：  
メンバーが共通して関心を寄せるテーマや領域のことで

ある．この領域を軸に，背景や所属などが異なる複数の

メンバーが集う． 
 
Ⅱ．コミュニティ（Community）：  
同じ関心を持つメンバーが集まり，交流し，相互に経験

や知識を共有する関係である．その中で帰属意識や絆が

築かれていく． 
 
Ⅲ．実践（Practice）：  
コミュニティの中で共有される一連の枠組みや取り組み，

生み出される知識やアイディア，成果物など，学習のプ

ロセスと成果のことを「実践」という． 
 
この分析では実践共同体を作り出し，共有し，実践す

るための「領域」（テーマ）が重視されている．実践は，

個々の経験や知識を集約し，共同体全体のスキルや知識

を高めるために行われる． 
この概念の適応を，矢守 4)による，和歌山県橋本市の

高等学校の防災学習におけるゲームづくりを通した実践

共同体の事例にあてはめたものが図 1 である． 
 

 
図 1 和歌山県橋本市における実践共同体の一例 

，矢守（2007） 
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ここでは，「自助」「共助」「公助」をテーマとした

ゲーム開発を核に，高校生や家庭さらに，県職員や NPO
など幅広いコミュニティが存在しており，実践が行われ

ている． 
 さらに，実践共同体を通して参加者の活動に行動変容

が見られることが示されている．この取り組みをめぐる

実践共同体と，本研究がテーマとする三河地震をめぐる

実践共同体との取り組みの共通点や相違がどこにあるの

か，次章では三河地震の事例分析から検討する． 
 
４．三河地震をめぐる実践共同体 

 
（1）1945 年三河地震における実践共同体の事例 

 本研究が分析の対象としてとりあげるのは，愛知県幸

田町深溝地区における三河地震の記憶継承の取り組みで

ある．  
三河地震は，1945 年 1 月 13 日午前 3 時 38 分に発生し

た地震である．特徴としては，1944 年 12 月 7 日の東南海

地震の約 1 か月後に発生した地震であることや戦時中で

あったこと等があげられる． 
三河地震の震源断層である深溝断層は延長 20 キロメー

トル，三河湾の中央から北に向かい形原町（現在の蒲郡

市西部）付近から三ヶ根山の東側を彎曲しながら通り，

幸田町深溝（三ヶ根駅の南側）でほぼ直角に西へと曲が

って幸田町地内で一旦地表から消失する．断層の南西側

で隆起が，北東側で沈降が確認され，一部では 1 メート

ル程度の水平変位も見られた．1975 年に，深溝の断層露

頭部分が，「三河地震による地震断層」として愛知県指

定天然記念物に指定されている． 
愛知県幸田町深溝地区は，愛知県の中南部に位置する

町で額田郡を唯一構成する自治体である．町では深溝断

層が地表に現れ，断層近傍で建物被害が発生した．町の

東部と南西部は丘陵が続き，中央部と北部は町名の由来

となった広田川に沿って平野が広がっている．町の東部

には標高 441m の遠望峰山があるほか，南西部の西尾市

（旧幡豆町）・蒲郡市との境界には標高 325.7m の三ヶ根

山がある． 
 三河地震発生当時，幸田村は額田郡，形原町は当時の

宝飯郡に属していた．中井・武村 9）で復元した震度では，

幸田村が震度 5 強，形原町が震度 6 強であった．震度だ

けでみると，震度 7 の地域に比べて被害は少なかったと

考えられる．しかし，全潰家屋数と死者数の比較から考

察を行うと，ほぼ 1 軒全潰すると 1 人亡くなっており，

断層から 1km の範囲の上盤側で局所的な被害が発生して

いることが分かった． 
深溝地区では，三河地震による被害の記憶，深溝断層

の遺構や記念碑，深溝小学校に残されている学校日誌な

どによって，三河地震の語り継がれている． 
 
（2）三河地震の記憶継承のための実践 

ここでは，深溝地区における三河地震の記憶継承のた

めの活動に着目する．活動は，三河地震に関するイベン

ト（周年行事等）が開催された時期を踏まえて，5 つの

時期に大きく区分する（表 1）． 

第 1 フェーズを地震が起きた 1945 年から三河地震の震

源断層となる深溝断層が愛知県指定天然記念物に指定さ

れる 1975 年までとする．第 2 フェーズを深溝断層が県指

定天然記念物に指定された年から三河地震 60 周年事業が

行われる 2002年までとする．この期間には，1995年阪神

淡路大震災が発生していたことから，「活断層」に対す 

る関心が高まった時期である． 

 

表 1 三河地震に関する幸田町の活動の経緯と分類 

 

第 3 フェーズは，三河地震 60 周年事業に関連する時期

である 2003 年から 2013 年とする．第 4 フェーズを三河

地震 70 周年事業に関連する時期である 2014 年から 2021
年として，第 5 フェーズを三河地震 80 周年事業に向けて

の時期とする．これらのフェーズにおける取り組みを支

えるコミュニティにはどのようなものがあったのかを整

理する． 

第 1 フェーズでは，三河地震を引き起こした活断層に

ついて地震被害調査や地質調査等科学的な調査が行われ

た段階である．実践として，地震直後から大学や国の調

査団による地震や地震断層の調査が行われ，地震に関す

る県，郡，市町村の復旧日誌等の記録の保存が行われた．

また，地震に関する碑（三河地震後の土地改良碑や慰霊

碑等）の情報収集も行われた．この時期のコミュニティ

としては，地震調査を行う大学や自治体，住民といった

存在があった．これらの取り組みにより深溝断層は天然

記念物として保存されることになり，ランドマークとし

て注目されるようになった． 
第 2 フェーズでは，深溝断層の保存維持のための活動

が中心であった．昭和 50 年（1975 年）12 月 26 日に，深

溝断層は三河地震による地震断層として，愛知県の天然

記念物に指定された．天然記念物に指定されたことを記

念して関連する石碑が建立された．また，1995 年阪神・

淡路大震災，2000 年鳥取県西部地震，2001 年芸予地震な

ど内陸地震が頻繁に発生したことが，同じ活断層である

深溝断層への関心が高まった．三河地震の学習を実践す

るコミュニティとして地域の小学校の活動が活性化して

いる．この時期には，被災者の体験談をまとめた書物も

作成されている 11）． 

第 3フェーズとなる三河地震から 60周年を迎える 2005
年を挟む 2003 年から 2013 年には，三河地震の被災者体

験談の調査が中心的な活動となっていた．大学と地域住

民への聞き取り調査の対象地区に幸田町も選ばれ参画し

ている．この時期には，三河地震当時小学生であった人
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物が 70 歳代になっているなど，記憶の喪失が懸念された．

そのため，詳細な聞き取り調査が実施され，その後体験

談の紙芝居などが作成された 11)．  

第 4 フェーズは，70 周年を迎える 2015 年を挟む 2014
年から 2021 年である．この時期には，幸田町から名古屋

大学に新たに設立された減災連携研究センターへ受託研

究員が派遣されるなど，活動が活発となっていった．特

に受託研究員の制度では，自治体職員だけではなく多分

野の企業から参画した研究員との交流や大学での専門家

とのつながりが強化された．この時期には，コミュニテ

ィの数も多くなり，実践共同体の幅も広がっていった．

実践では，幸田町が主体となり，三河地震から 70 周年の

追悼祈念講演会や深溝断層周辺の防災ウォークラリーを

含めた行事が実施されている．キーワードはより複雑に

なり，減災や深溝，研究員，地区防災計画など具体的な

内容に変化していた． 

さらに，住民が主体となって地区防災を考える会議を

発足するなど活動の輪が波及していっている． 2016 年に

は熊本地震が発生するなど，直下型地震に対する社会的

な関心の高まりがみられた.それを受けて幸田町では，受

託研究員が中心となって「捨てられないマップ」をテー

マに深溝断層の紹介や歴史地震の情報が掲載されたハザ

ードマップが制作され全戸配布された．  

 第 5フェーズは，2022年からとなり，2025年には 80周
年を迎える．この時期には，コミュニティは拡大し，幸

田町の深溝断層がある地区における公民館が再建される

際に，防災情報発信ができる施設とするための研究会な

どが開催され，三河地震のアーカイブや，当時の地図と

現在の地図を同時に閲覧することができるよう「今昔マ

ップ」幸田町バージョンなどが展示された．三河地震の

再現された震度分布図などが記載されたパネルも展示さ

れている．地域における歴史地震のデータが，デジタル

アーカイブ・地図化され最活性化され変化していった．

公民館に設置する深溝断層を模したモニュメントや三河

地震のデジタルアーカイブ，看板に関する打ち合わせの

様子を図 2 に示す． 

図 2 三河地震関連アーカイブ化の共同打合せ 

 
この会では，自治体職員だけではなく，住民，研究者，

企業などが自主的に参加している．  

以上に述べた取り組みを整理すると，第 1 から第 2 フ

ェーズでは地震調査や「深溝断層」の保存・維持に関す

る活動，第 3 フェーズでは「三河地震」を経験した人の

体験談の保存とそれを活かした継承を中心とする活動に

変化していき，第 4 フェーズでは，それらを活かした行

政・研究者等の地域外部者の連携による防災に関する活

動がより複雑に活発化していった．第 5 フェーズでは，

地域の連携が強化されており，地域が拠点となった活動

へと変化している．このように，三河地震という共通の

テーマではあるものの，活動実践や実践主体は地震から

の時間の経過を通して地域に根付く形へと変化してい

る．また，社会的背景も大きく影響を与えていることが

考えられる．阪神・淡路大震災，東日本大震災，南海ト

ラフ地震の被害予測，熊本地震などのインパクトが大き

い災害が，三河地震の記憶継承に関する活動にも影響を

及ぼしていた． 

 

 
図 3 幸田町南部交流プラザ やまびこ館に設置された

断層をイメージしたモニュメントと三河地震の 
パネル 

 
５．考察 
 
(1) 実践共同体における領域・コミュニティ・実践から

の考察  
 
本稿で着目する三河地震の記憶継承を共通の領域とす

ると，地域住民・大学の研究者，小学校，地域の企業か

ら構成されるコミュニティがあり，多様な実践を行なっ

ている． 
 

 
図 4 三河地震における実践共同体の一例 
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さらに図 1 と図 4 の違いとしては，三河地震の震源断

層となる深溝断層がテーマの柱となっていることが分か

る． 
幸田町の事例では，三河地震 60 周年を期に三河地震を

テーマとして被災地域の一つとして始まった聞き取り調

査などの活動が，70 周年を迎える頃には大学の専門家や

地域の企業，周辺の自治体とのつながりなど実践共同体

としての繋がりが広がっていき，幸田町の住民が主体と

なる自主的な活動が展開されるなど効果を発揮している

事例であることが分かった．また，活動の第 2 フェーズ

には，阪神淡路大震災や鳥取地震など，第 3 フェーズは 
東日本大震災などが発生した期間であり，このような他

の災害の影響を踏まえ自治体としての活動や検討が実施

されている．これらの実践からは，周年事業や防災イベ

ントなどが定期的に実施されることに加えて，それ以降

に発生した災害を踏まえて，過去の周年事業を更新しな

がら新たな実践共同体が活動されることにより，新たな

「実践共同体」が生まれ，実践共同体が変化している． 
以上の議論を踏まえて幸田町の事例から，歴史地震の

記憶継承のための実践共同体の特徴を考察すると，下記

の 3 点が挙げられる． 
一つ目は，県指定天然記念物に指定されている深溝断

層の存在とそれを取り巻く地域コミュニティとの関わり

である．二つ目は，名古屋大学減災連携研究センターな

どの学術機関と行政，三河地域の地震を伝えたいという

想いを持つ地域コミュニティとの連携による，継続的な

取り組みを実施する実践共同体の存在である．三つ目は

地域の小学校の役割である． 
 一つ目に関して，今回の幸田町の聞き取り調査の中で

深溝断層の草抜きが常に実施されている点について，

「深溝断層は県の天然記念物に指定されており，草抜き

など管理する必要があり，補助があって業者に委託して

いる」という回答があった．このように歴史地震に関す

る史跡についても県や国が指定する史跡となることで，

環境の整備や看板の設置，説明をするための施設など周

知を図る施策が実施できている点がある．三河地震の深

溝断層は県指定の天然記念物であるが，このように天然

記念物として認定されることで，それらの維持管理やそ

れらを活用した地域活性化に関する取り組みが求められ

ることから，それを支えるコミュニティの活動が活性化

することが考えられる．  
 二つ目は，大学と町との研究交流が活発化した点であ

る. なかでも第 3 フェーズより展開された町職員を大学に

派遣しての研究（受託研究員）の活動は特徴的である．

受託研究員とは，大学に自治体や企業などから職員を研

究員として派遣し，共同研究や活動を促進する制度のこ

とを指す．幸田町では，継続的に受託研究員を派遣する

など，主体的で積極的な防災活動への意識が高まってい

った．この活動を通して，記憶継承と関連するコミュニ

ティの数が多くなり，大学との関わり，地域との関わり

を活性化させていた． 
 三つ目は，深溝小学校の役割である．深溝断層が小学

校の地下を縦断していることから小学校でも断層に着目

した学習が行われている．また，深溝断層について，ま

とめたホームページも開設している．現在も防災講話や

時には，地域と大学が共同して，深溝断層の周辺をウォ

ーキングする防災ラリーが開催されている．  
 
(2) 実践共同体による歴史地震の記憶を継承することの

特性 

 以上の議論は，歴史災害の記憶を継承には，幸田町の

深溝断層のように，歴史災害に関するランドマーク（自

然科学的，社会科学的）の存在，地域コミュニティとの

つながり，研究者，行政職員との連携が重要となること

を示している．とはいえ，史跡や断層跡のなかには，草

に覆われて忘れさられているものがある．一方で，深溝

断層のように地域コミュニティに認知され，その社会的

背景，歴史と共に地域に認知され活用されているものも

ある．その違いはどこにあるのだろうか． 
深溝断層の事例で特筆すべきは断層と地域コミュニテ

ィとの関わりである．深溝断層の周辺をウォーキングす

る防災ラリーが開催される．小学生は大学等の専門家か

ら断層について学び，自治体職員は毎年断層の草刈りを

して維持管理に努めている．地域の人は，深溝断層は天

然記念物に指定されていることを熱く語る．このような

多様なコミュニティが連動することにより，“活きた”

ランドマークとなりプロスペティブな記憶継承につなが

っている．  
逆にいうとランドマークがあったとしても，それを支

えるコミュニティが希薄化すると記憶の継承は難しくな

る． 
また，コミュニティにおける実践が深溝断層を認知し

保存するための実践から，三河地震の情報を発信するの

みならず，南海トラフ地震等の未来の災害による被害を

防ぐための防災教育の実践の場となっている． 
なお，三河地震の記憶継承に関する活動には，組織の

枠を超えて連携し合う人々の存在が重要な役割を果たし

ていた．具体的には，自治体職員，消防団，受託研究

員，住民であり，これらの人々がそれぞれの立場と組織

の活動を通して，コミュニティをつなぐ役割を担ってい

た．  
 以上の議論をまとめると，歴史地震の記憶継承におい

て重要な点は下記の三点である． 
一点目は，歴史地震の記憶を残している痕跡などの

「場」の存在である．三河地震では深溝断層がこれに当

たる． 
 

  
図 5 バウンダリー・スパナ―がつなぐ領域とコミュ

ニティの事例（第 3 フェーズ～） 
 
二点目は，「実践共同体」であり，持続，活性化を促

す地域外の人を含む多様なコミュニティの活動を指す． 
三つ目は，組織を超えて熱意を持って活動するつなぎ

手である，このような領域を超えて活動する人（バウン

ダリー・スパナ―）の存在は，実践共同体をより効果的

にすると共に，つなぎ役の役割として，別々の組織やグ

ループを一つのチームとして，力のある存在としていく

ことが期待される． 
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６．おわりに 
 

 本研究は，歴史地震の記憶を継承するための有効な方

法について，三河地震を事例に深溝断層のある幸田町に

おける取り組みを実践共同体に着目して分析した． 
分析からは，歴史地震を継承するには，深溝断層のよ

うに記憶を伝える場を保存するだけでなく，その場が

“活きた”ランドマークとなるよう，その活動を支える

多様なコミュニティの存在が重要となることが分かった．

実践共同体の活動内容や構成員は時間の経過とともに変

化するものの，多様なコミュニティが形成されることに

より，記憶継承の取り組みは活性化されていく．そのた

めには，地域共通の災害の記憶の場として地震の痕跡を

保存することと，それを取り巻く多様なコミュニティの

つなぎ手を育成していくことは重要である．そのような

領域をつなぐ「つなぎ手」をどのように育成するのかに

ついては本稿では十分議論ができていないため，今後の

課題とする． 
 
 
補 注 
 

(1) 歴史地震とは，歴史時代に発生した地震のうち，地震計を

始めとする近代的観測機器が存在しなかった時代，もしくはま

だ完全に普及していなかった時代に属するもので，被害データ

などの記録が残されており確かめられるもののことをいう．本

研究が分析対象とする三河地震は，近代的観測機器がある時代

の地震ではあるものの，観測機器がアナログであり観測体制が

十分整備されていなかったことから歴史地震と位置付けている． 
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